
要 旨 

北九州市の学校給食の直営校は、民間委託が進む中で平成29年度は

140校中21校しか残っていない。直営校の調理員は、安全でおいしい質

の高い学校給食が提供できるように、市全体の学校給食の向上に努めて

いるが、このままでは、数少ない直営校の調理員の退職により、給食の

質の低下を招く。 

現在、学校給食の無償化が行われている自治体は57市町村あり、一部

補助を行っている自治体は398市町村もある。義務教育は無償とされて

いる中、給食費も当然無償にすべきではないか。 

米飯給食の実施以来、本市では一食弁当箱方式での米飯給食が行われ

ているが、近隣市町村では、自校炊飯が主流となっており、本市の方式

では、本来の米のおいしさを伝え切れない。また、統一献立一括購入を

やめれば多種多様な食材を使用でき、献立をより充実させることができ

る。 

学校給食は、教育の一環と位置づけられており、より安全でより豊か

なおいしい給食を子供たちに提供するべきである。 

ついては、次のとおり措置していただきたい。 

記 

１ 学校給食の民間委託を中止し、直営校を存続すること。 

２ 給食費は、子育て支援のため無償化すること。 

３ 米飯は各学校で炊飯し、そのための機材と人員を確保すること。 

４ 給食食材は、安全で新鮮な多種多様な地元産の食材を使用しやすく

するために、統一献立一括購入をやめ、せめて区ごとの献立・食材購

入にすること。 
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